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　Radio1arian　assen－blages　of　tbe　northern　margina1facies（“Basa1conglonユarate　facies”）of

the　Izumi　Group　in　westem　Shikoku　have　been　investigated．At　nine1oca1ities，radiolarian

assemb1ages　were　examined．

　Radiolarians，inc1udingλ例月庖幼ツm肋κ∫切。紘λπ尻αeo功。mg妙mmmm5α’mmえλ．∫妨。肋。mm∫ゐ，

〃αωm肋0吻SαCf．伽mS，D物0m伽αdm0伽伽C05刎α，n尾08J0〃m，nmm肋ω5肋α，n肋m，

〃柘〃〃αルnOCOmeκα，P　m肋mm跳，＾mam〃0助mmS刀0m∫m3兆，P切惚mm㈱ゴ3，
5地尻。m伽αα砂m肋わ∫，∫ωm机S．ω刎がαetc．were　obtained．

　Radio1arian　assmb1ages　in　the　area　are　characterized　by　the　abundant　occurrences　of〃。一

秒。m伽α后。∫’ome　and　n　dmo6ec4mc05棚α．As　we11as　the　absence　ofλ伽助幼ツmd伽me3∫榊’and

λ1桝。物8，the　assemblages　of　the　area　correspond　with　those　o｛the〃吻。吻伽α肋8’ome

Asse㎜blage　Zone（Yamasaki，ユ987）．

I1はじめに
　和泉層群分布域北縁部地域を主たる対象として放散虫群集組成を検討しているが，ある程度

の群集組成が判明した，四国西都地域について報告をする、調査地域は，愛媛県松山市市之井

手から愛媛県周桑郡丹原町にかけての東西約22km，南北約3kmにわたる範囲である（図1）．
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網かけ部は四国の和泉層群分布域．枠内は調査地域

　調査地域において，大型化石と放散虫化石の検出に努め，特に放散虫化石群集の詳細を明ら

かにすることを主眼とした．その結果，大型化石の産出する地域から保存の良い放散虫化石を

多数検出し，大型化石による化石帯と放散虫化石による化石帯との，明確な対比を行うための

基礎データを得た．

　謝辞　本研究を進めるにあたり，愛媛大学教育学部の高橋治郎助教授には野外調査のデータ

たどのご教示やご助言をいただいた．また，愛媛大学理学部の岡本　隆博士には，大型化石の

同定をしていただいた．心よりの謝意を表する．たお本研究には総研A「放散虫による顕生代

海域環境の地史的変動の研究」（課題番号04304009）の一部を使用した．

皿．地　　　　　質

　本調査地域は和泉層群の基底部（北縁部）にあたる．調査地域北方には，領家変成岩類がほ

ぼ東西方向に分布し，東端には領家花嵩岩類が分布している（図2，3）．

　1．領家変成岩類・花嵩岩類

　領家変成岩類は，松山市東方の高縄半島基部に0．5～2kmの幅をもって帯状にほぼ東西に

分布する．その大部分は，高縄半島に広く分布する花嵩岩類によって熱変成を受け，ホルソフ
　　　　　　　　　　　　　　1）エルス化している（高橋，1986）．

　本調査地域では砂質および泥質のホルンフェルスが観察される．変成岩類は，分布の南限で
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　　　　　　　図2　大型化石・微化石産出地点
（国土地理院発行の5万分の1地形図「西条」「松山北部」を使用した）

上部白亜系和泉層群によって不整合におおわれ，北部は花嵩岩類に貫入され，これと接してい

る．領家花嵩岩類（主として花嵩閃緑岩）は，調査地域東部の丹原町兼久池にて観察された1

　ホルンフェルスと和泉層群の境界は，松山市横谷の斎場北方から，杉立町榎ヶ峠付近を東北

東方向に，松山ゴルフクラブの北方約1．8km付近を東西方向に青波谷川，福見川を横切り，

重信町河原樋谷上流，奥黒滝，阿歌古渓谷，丹原町田滝川を東北東方向へ横切り，兼久池西岸

付近で領家花嵩岩類中に収束している．松山市杉立町横谷川上流では不整合面が観察された．

　2．和泉層群

　（1）概　　要

　本調査地域の和泉層群は，砂岩・礫岩層，および砂岩と泥岩の互層よりたり，数層準に厚い

（数m以上）凝灰岩層を挾在する．調査に際しては，北部に分布する主に砂岩・礫岩からたる

地層群を砂岩・礫岩層とし，南部の砂岩泥岩互層については，露頭単位で砂岩層の全層厚に占

める割合に基づき，岩相区分を行った．すなわち，砂岩の占める割合が60％を越えるものを砂

岩勝ち砂岩泥岩互層，40～60％は等量砂岩泥岩互層，40％未満は泥岩勝ち砂岩泥岩互層とした．

　砂岩・礫岩層の礫は，直径数mm～数Cmの亜円礫～円礫を主体とする．礫種は花嵐岩類

起源のものが多く，その他石英斑岩・チャート・泥質ホルンフェルスなど領家帯の岩石起源の

砕屑物よりたる．

　砂岩は一般に，新鮮た部分で灰白色～灰青色で，風化したものでは茶褐色を呈する．砂岩・

礫岩層中には稀に5～6mの厚さの砂質泥岩層が挾在されることがある．泥岩は，黒色～黒

灰色であり，黒色を呈するものが多く観察される．風化したものは灰色～茶褐色を呈し小片状

に割れやすい．層面すべりによって泥岩層の表面あるいは内部のすべり面が金属光沢をもつも

のも観察される．泥岩の大部分のものは砂質で，砂が混じりザラザラした様相を呈することも

ある．泥岩中には稀に，直径10～20cmのレンズ状ノジュールが含まれており，ノジュール

中から放散虫化石が産出することがある．また，細粒た泥岩から，放散虫化石が多産する傾向

が認められた．
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四国の和泉層群北縁部地域の放散虫化石皿

　（2）層序区分

　愛媛県松山市東部，温泉郡重信町，および同郡川内町周辺地域の和泉層群の研究は，中川
　　　2）　　　　　　　　　　3〕　　　　　　4〕　　　　　　1〕
（1958），Nakagawa（1961），原田（1965），高橋（1986）　などによってたされている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕　　　　　　　　　　　　　　　　3）
　調査地域に分布する地層群は，中川（1958）およびNakagawa（1961）では，下位より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4〕黒滝互層，木地互層，荒木谷泥岩層と，原田（1965）　によればA累層，B累層，C累層と，
　　　　　1）
高橋（／986）では，黒滝層，木地層，川上層と層序区分されている．

　筆者らは前述の岩相区分にしたがって調査を行い，特に砂岩・礫岩層と砂岩泥岩互層との岩

相境界については，境界の層準に挾在する10mを越える厚い凝灰岩層の追跡を行って岩相境

界を設定した．

　調査の結果，砂岩・礫岩層が基盤岩類を不整合に覆っており，上位へと砂岩勝ち砂岩泥岩互

層，泥岩勝ち砂岩泥岩互層，そして等量砂岩泥岩互層が整合に積み重なっている，という層序

が確認された．

　こうした岩相の積み重なりに基づき，最下部の砂岩・礫岩層を黒滝層，砂岩勝ち砂岩泥岩互

層を木地層とし，その上位の泥岩勝ち砂岩泥岩互層と等量砂岩流岩互層を川上層として岩相層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕
序区分を行った．筆者らの岩相層序区分は，高橋（1986）　とほぼ同じである．ただL高橋
　　　1）
（1986）　は層序区分の境界を，挾在する凝灰岩層としている．鍵層として凝灰岩層を追跡し，

岩相の変化を調べると，岩相の境界と凝灰岩層とは幾らか斜交する．筆者らは，高橋
　　　1〕
（1986）　による層序区分を少し修正し，岩相層序区分の境界を岩相の変化により再定義した．

　＾　黒滝眉
　　　　　　　1）
　高橋（1986）命名の黒滝層にほぼ相当する．

模式地：愛媛県温泉郡重信町黒滝（重信川支流黒滝谷中流）．

分布：松山市畑寺町，小屋峠，重信町黒滝，丹原町田滝，同町兼久池へとほぽ東西方向に分布

する．

層位関係：基盤岩の墨家変成岩類・花嵩岩類を不整合に覆う．最下部層準にあたる．

岩相：不整合面に近い，黒滝層下部の層準には，礫岩層が発達する．砂質礫岩・礫岩層中に含

まれる礫は，直径数mm～数十Cmの亜円礫～円礫で，東方へと礫径が減少する傾向が認めら

れる．礫岩の基質は，中粒～細粒砂である．

　黒滝層中部から上部に発達する砂岩層一合礫砂岩層は，一般に層厚／～3mであり，10m

以上のものも認められることがある．層理面は不明瞭であることが多い．砂岩は粗粒～中粒の

ものが多いが，黒滝層最上部の木地層との境界付近では，中粒砂岩が薄層の細粒砂岩と互層す

る．級化構造は一般に不明瞭で，礫が単層中に一様に含まれる，あるいは礫径の増減の傾向が

不明，もしくは砂岩中にレンズ状に礫が密集するということが多い．

　泥岩の挾在はまれであり，大半は厚さ5～10cmであるが，阿歌古渓谷上流部では例外的

に数mの厚さの泥岩層が認められる．泥岩は砂質泥岩であり，礫を含む含礫泥岩もしばしば

認められる．

化石：5地点において，二枚貝等の大型化石を得た．

　また，温泉郡重信町重信川上流河原樋谷支流，同町神子野，同町神子野北方で生痕化石が観

察された．いずれも砂質泥岩層中に見られ，断面は楕円形，直径は1～2cm程度，マトリ

ックスは砂岩である．壁面の形状は河原樋谷支流のものは滑らかであるが，それ以外の地域の

ものには凹凸があり，層理面とほぼ平行に入っている．形態は河原樋谷支流のものはS字状，
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そのほかのものは棒状のものが多く見られ，一部枝分かれしているものもある1特に神子野北

方のものは，複雑に重なり合っているものが多い．

層厚：750m

　B　木地層
　　　　　　1〕
　高橋（1986）命名の木地層にほぼ相当する．

模式地：愛媛県温泉郡重信町木地

分布：松山市小野谷，重信町岡，藤之内，木地などに東西方向に分布する．

層位関係：黒滝層の上位に整合に乗る．1m以上の厚層の砂岩層がほとんど挾在せず，一方

で10cmを越える厚さの泥岩層が頻繁に挾在し始める層準を，木地層の最下部の層準とする．

岩相：本属下部は，1～2mの厚さの粗粒～中粒砂岩と10～30cmの厚さの泥岩からたる砂

岩勝ち砂岩泥岩互層である．．上部では砂岩層の層厚が50cm～1mへと減少し，30～50cm

以上の厚い泥岩層の挾在する頻度が増し，5～6mの厚さに達する泥岩層も認められる．

　本属下部ではスランピングや層面すべり等が発達する層準が認められ，愛媛砕石場周辺では

大規模なスランプ構造および表面に金属光沢をもった泥岩が観察される．

層厚：550m

　C　川上層
　　　　　　1）
　高橋（1986）命名の川上層にほぼ相当する．

模式地1愛媛県温泉郡重信町木地小松谷入り口付近

分布：温泉郡重信町大野谷付近

層位関係1下位の木地層とは整合関係にある．砂岩勝ち砂岩泥岩互層から泥岩勝ち砂岩泥岩互

層へと移り変わる層準を，川上層と木地層の境とし，泥岩勝ち砂岩泥岩互層より上位層準を川

上層とする．

岩相：本属の下部では泥岩勝ち砂岩泥岩互層が認められ，上部で等量砂岩泥岩互層に移り変わ

る．下部の泥岩勝ち砂岩泥岩互層では，厚さ10～20cmの砂岩層と20～30cmの厚さの泥岩

層を主体とする互層が認められ，上部では厚さ20～50cmの砂岩層と30～50cmの泥岩層を

主体とする等量砂岩泥岩互層が観察される、

層厚：750m以上

　（3）地質構造

　スランプ榴曲の発達する地域を除く，調査地域における和泉層群の一般的な走向は，N6ぴ

～80．E，傾斜40。～60．Sである．細かく見れば，黒滝層上半部より上位の地層群の走向はN6ぴ

E前後であるのに対し，黒滝層下半部ではN70．E～EWと，東西方向に近い走向を主体とす

る傾向が認められる．

　一部の地域では，垂直に近い傾斜を持つ地層，あるいは水平に近い傾斜を持つ地層，あるい

はまた北傾斜の地層だとが認められた．ただ，こうした例外的た走向・傾斜は，広範囲にわた

り追跡できる構造ではなかったため，スランプたどに起因する，局部的た構造と考えざるをえ

たい．
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皿．産出化石および地質年代

　1．大型化石

　松山市杉立町，松山市青波町，松山市川の郷町，温泉郡重信町奥黒滝，温泉郡重信町阿歌古

渓谷上流の5ヶ所において，大型化石を採取した（図2：地点A～E）。いずれも黒滝層から

の産出である．重信町阿歌古渓谷上流部のものは，泥岩中からの産出であるが，他は礫岩ある

いは砂質礫岩から産出している．

　本地域とその周辺地域からの大型化石の報告としては，松山市湯山，青波から袋瀬
（1963）5）が，Zmocemmm∫∫cゐm倣5Michae1の産出を報告している．また，松山市道後姫塚

　　　　　　　　　　6）から野田・田代（1973）が〃。cemmm∫e20m∫ゐYokoyama，∫∫cゐm倣づMichae1，＾αcゐα〃mm一

∫ゐSokolow，λが。伽佃。m加初∬ommαNakano，吻α物ノψom肋（Yehara）などを報告してい

る．

　得ることのできた大型化石の大半は保存状態が悪く，破損していたり破片であり，種名や属

名が同定されたものは，ほんの一部である．以下に，同定された大型化石を記す。

　松山市杉立町（地点A）：0∫切αsp．，他二枚貝類．

　松山市青波町（地点B）：λ〃。〃づgo〃α

cm∬oma伽Nakano，吻α〃αoあ∫o2e勉（Kobayashi＆

Amano），∫mocemmm5sp．

　松山市川の郷町（地点C）：γm”αoわ∫o”α

（Kobayashi＆Amano），He切。炉佃。m加sp．aff．

　温泉郡重信町奥黒滝（地点D）：αツ。ツme｛

ノψom肋Tashiro，吻。励αsp．，〃。cemmm∫sp．，0s切α

sp・

　温泉郡重信町阿歌古渓谷上流（地点E）：∫m－

ocemmm∫sp．，異常巻きアンモナイトと二枚貝の破片、

　従来報告されている大型化石を考慮すれば，調査地

図4　大型化石（乃”加。わ50肋α）

　　松山市川の郷町（地点C）

域周辺部で得られている大型化石の，化石帯区分に使用される代表種は”oCemmm∫∫Cゐm倣ク

　　　　　　　　　7〕であり，須鎗（1973）　でいう大型化石帯のA帯に，本調査地域は当たる。

　2．放散虫化石

　（1）試料の採取と処理法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8〕　　　　　　　　9）
　調査地域およびその周辺地域からの報告としては，岡村ほか（1984），山崎（1987），
　　　　　　　　　　　1O）　、　　　　　　　　　　　8）Kashma　eチ〃　（1988）　がある　岡村ほか（1984）　は本調査地域の一部とその南方地域の

和泉層群の放散虫を報告しているが，砂岩泥岩層中から放散虫を検出しており，砂岩・礫岩層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）からは放散虫を検出していたい．山崎（1987）についても同様である．Kashima　ef〃
　　　1O〕（1988）　は，調査地域西方の松山市西部の大峰ヶ台に分布する和泉層群基底部の凝灰岩層か

ら放散虫化石を報告している．しかし得られている放散虫はわずかであり，〃C伽eo〃一

秒。m〃m　sp．，λm助伽m励κ∫’oc肋Cmce肋sp．，S肋〃。m伽αsp．だとが得られているに過ぎず，

詳細な年代論を行うには不十分である．
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　今回の調査では，徴化石が主として産出するとされていた中軸部の砂岩泥岩互層からではな

く，ほとんど報告されていない北縁部（基底部）付近における，砂岩・礫岩層（黒滝層）を中

心に約140ヶ所で泥岩およびノジュールの採取を行った．

　フッ化水素酸による処理とその後のクリーニングを各試料につき3回行い，その残溢を実体

顕微鏡下で観察し，放散虫化石を検出した．底生を主とする有孔虫化石も一部の試料から検出

したが，種数・個体数とも少ないため，今回は検討を行っていない．

　放散虫の群集組成は，1度の処理である程度の個体数（数十個体以上）が集まり，種の多様

性も高い試料についてのみ，検討を行った．大部分の種は1試料申に！～2個体しか見いださ

れたいため，3個体以上産出した種をその試料中の多産種として取り扱った．

　（2）放散虫群集組成

　検討を行った試料の採取地点は図2の9地点（地点1～9）である．1地点の試料について，

100～200個体あるいはそれ以上の個体数を集め，群集組成を検討することにした．ただし地点

3と地点8については，他の試料に比べると産出する個体数が少なかったため，現時点では

100個体は集めておらず一層の検討が必要である．．ただ，ある程度の種数が得られていること

などから，群集組成を検討している．

　各地点で検出している放散虫化石の個体数は，地点1が約360，2が約380，3が約60，4が

約400，5が約270，6が約370，7が約400，8が約80，地点9では約210である．

　検出した放散虫化石のほぼ半数は，形態が単純なために年代論に使用されたいグループであ

る．それ以外の，産出した放散虫化石には，表1に示すようなものがある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）　表に示した放散虫の中で，山崎（1987）が放散虫群集帯を設定し，年代の推定に重要視し

た種としては，〃吻。m伽αamo伽4moo∫肋肋と〃吻。mク物肋∫Zomeがある．この2つの種が

多産することを特徴として〃C妙。m伽α尾。∫Zome群集帯を定義し，その群集帯の示す年代を，

白亜紀後期のカンバニアソ中期頃としている、

　表の▲マークは，全個体数の1％強の産出頻度を持つことを，●は2％前後もしくはそれ以

上の産出頻度を示している．表からも分かるようにn尾。∫Zomeは，ほとんどの試料で多産す

るといってよい個体数が得られている．もう1つのD．6moaeC5mCo∫械αについては，D．

尾。∫Zomeほど明瞭ではたいが，2つの試料で多産の傾向が認められる．

　また，〃C妙。m〃m尾。∫3mm群集帯の上位の群集帯であるλm助伽〃伽切。切S群集帯を特
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）徴づける，λm〃伽m6伽em∬砺クとλ．奴。切∫は見つからず，山崎（1987）　のいう，λ．

a丘。em∬砺喜とλ．aff．奴。切∫が一都の試料から少数得られた．

　他に付随種としてλm助幼W伽κS‘㏄肋，ルC肋eoSヵ。mgo卯m舳m　SαZmmえλ．5f㏄肋mmSづS，

〃mαm肋。cψ8α　cf．mcm∫，〃。妙。m伽α　mm肋。05肋肋，n　肋m，P倣e〃〃α　m打〃。em5づ∫，

P∫e肋m助肋㎝∫刀0m8em∫ゐ，P力α㎎mmm8ゐ，∫舳0m物ソ砂m6αオ0∫，∫0αm机∫COm紬た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9〕とがある．こうした放散虫化石群集の組成は，山崎（1987）　の〃。妙。mク物冶。∫2oom群集帯

のものと一致している．

　たお，検討した放散虫群集には，肋才e〃〃σの多産する傾向が認められる．松山市周辺の和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n〕　　　　　　　　　　　　　9）
泉層群の放散虫を報告した高橋・山崎（1991）　あるいは山崎（1987）　では月物”mの多産

は認識されていない．不整合面に隣接することから浅海域であろう本調査地域に特有の群集組

成であるのかどうか，環境要因的なことも考慮しながら，中軸部と北縁部地域の放散虫を，よ

り詳細に比較検討する必要があろう．
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表1 放散虫化石リスト

Lcc盆1ity

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Specificname

〃4emmspP． × × × × X

λm助幼ツmd伽e〃伽づ。m∫Nakaseko＆Nishimura ×

λ． aff，em∬％．Foreman × X
λ． ∫ホ。c肋（Campbe11＆αark） ● ▲ × × × ×

λ． aff．柳。物5Foreman ×

λ．
spP・ × × × × × × × ×

■4mゐαeo励。妙。mκm　aff．∫σm伽αあ。κPessagno ×

λ．
spP・ × X × × × X ×

λπ尻mo功。m8oψmmm5αJmm4Pessagno × X
λ． ∫サ。c肋。mεm∫応Pessagno ×

λ．
Sp・ × X × ×

Comoωηommαmm〃m∫α（Pessagno） ×

C． sp・ X

Cmmツ。mmαspP． ×

Cmce〃αspP． × × X

C倣切m助。m〃側spP． × × × ×

〃αcm肋㏄ψ5αcf．αmm∫（Foreman） ×

D． spP・ × X ×

D4cか。m〃m　dem5北。∫切切Pessagno ×

D． ∂mo∂ecクmco∫肋αForeman × ▲ × ▲ × ×

D． 尾05’omeForeman ▲ ● ● ● ● X ▲ ●
刀． 刎m肋。o∫伽αZittel × × X ×

D． 肋m　Campbe11＆αark × X × ×

D． spP・ × X × × × X × X X

吻〃。c肌4omsp． ×

α枕m物舳αspP． × × × ×

月物〃〃αem5∫cmクEmpson－Morin ×

P． 〃αmocom砂鮒α（Pessagno） ×

P． 〃eγ加π0en3ゐ（PeSSagn0） ▲ ▲ ▲ ▲
P．

spP・ × × × × ×

肋切肋mcc〃舳sp． ×

〃α5e物舳αspP． × × X × ×

〃。士mmmmαsp． ×

Psem∂oα〃。ψ尻αcm∫刀。m5em8ゐPessagno X
P． cf．ゐm脆m肋m∫（W五ite） ×

Pl 力α㎎秘emem5ゐPessagno × × ×

P． spP・ × X × × × X

ハm60肋eocαmψeSp． X ×

助。m8o赦φm∫momnom∫45Campbe11＆C1ark × ×

S桃尻。m〃mαψmろα加Foreman ▲ ×

∫ mm4Foreman × X
∫ cf．oαmがForeman X
∫ comがαForeman ▲ X × ×

∫ c王．com5αForeman ×

∫ spP・ × × × × × × ×

丁尻eOc口mφeSp． ×

49



山崎哲司・辻井　修

1V．結　　　　　論

　調査地域で得られた放散虫化石の群集組成は，D北妙。m伽α冶05王。砂mの多産およびλm一

助物m倣em∬蜥’とA奴。切∫の産出が認められないという結果より，検討した限りの全て
　　　　　　　　　　　　　　　9〕
の放散虫群集は，山崎（1987）　の”め。m伽α尾。sτo砂m群集帯に属すると考えられる．

　こうした放散虫化石の群集組成から，調査地域の和泉層群の年代は後期白亜紀のカンパニア

ソ中期（約8000万年前）であることが推定される．地点1だと放散虫化石の得られた層準は，

不整合面の直上であり，地域的なことも考え合わせると，和泉層群全体の中でも最下部の層準

にあたると考えられる．したがって，和泉層群の下限の年代が，今回の研究により定まったこ

とにたる．

　また，共産する大型化石との比較から，二枚貝の〃㏄舳mmS　SC尻m倣っの産出で代表される
　　　　　　　　　　　　　　9〕
大型化石帯は，山崎（1987）の設定した放散虫群集帯の〃め。m伽α尾。∫Zome群集帯と，少

なくとも一部は対応していることが明確になった．より上位層準が分布するとされている，東

方地域の和泉層群の放散虫群集を調べることにより，大型化石帯との厳密な対比を行うことが

可能になると考えられる．
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図　版　説　明

図版I

　　スケールは1OOμ．A：1－5，7－9，11，！3，14；B

　　ユ　：ノしmんαeo励。妙。m〃m　aff．∫σm伽αろ。〃Pessagno．Loc．

　　2　：λκ〃αeo〃。妙。mκm　sp．Loc．　7，

　　3：〃め。m伽α尾08∫o〃m　Foreman，Loc．5．

　　4：〃め。m伽α冶08Zooαe　Foreman．Loc．　5．

　　5：〃め。m伽α后。∫互。me　Foreman．Loc．4．

　　6：〃。妙。m伽α肋m　Campben＆C1ark．Loc．7．

　　7　〃吻。m肋αmoaeαmco∫刎αForeman　Loc　3

　　8：〃。妙。m伽α伽。6ec5mco∫肋αForeman．Loc，　2．

　　g　：。ρφcむ。m冴m　mm肋。08切切Zitte1．Loc．　6．

　　1O：丁尻eoωm力e　sp．Loc．　4．

　　11：〃。妙。m伽αsp．Loc．　6，

　　12：λm助φツm肋κ∫≠oc肋（Campbe11＆C1ark）．Loc．　5．

　　13：λm〃幼ツmd伽5ナ。c肋（Campbe11＆C1ark）．Loc．　1．

　　14：λm助φツm伽aff、奴。切∫Foreman．Loc，　3．

6，10，12．

2．

図版皿

　　スケールは100μ．A：1，5，7，9－13；B：2，3，5，81C
　　1：∫〃。力。m4肋瑚m肋去05Foreman．Loc．5．

　　2：S枕ゐ。m伽αcomがαForeman．Loc．　1．

　　3：S地力。m伽αωmがForeman．Loc．4．

　　4：〃。切mmmαsp．Loc．　9．

　　5：Cηがαm助。m〃αsp．Loc，　4．

　　6　：j）加ωm肋。ω力5αcf．αmcm∫（Foreman）．Loc．　9．

　　7：Comocαηommαmm6mκsα（Pessagm）．Loc．　5．

　　8：λ〃e〃mm　sp．Loc．2．

　　9　：P∫em3oα〃ψ乃αcmsプZom∫em∫ゐPessagno．Loc．　1．

　　10：λm肋eo功。m8oψmmm　sp．Loc．　1．

　　1／：λκc肋eo功。m8oφmmmm∫サ。c肋。mm5ゐPessagno．Loc．　1．

　　12：P∫emaoα〃。φ乃αcm∫力α㎎memem∫ゐPessagno．Loc，　1．

　　13：月嚇e〃〃αがαmocommm（Pessagno）．Loc．　4．

　　14：月αオe〃〃αoe材moem∫兆（Pessagno）．Loc．　5．

4，6，14．
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